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本番は出雲市外6市町広域事務組合の委託を受けて、一般廃棄物処理施設の管理道

路新設工事に伴い、平成6年度に実施した寧前調査および発掘例登の概要をまとめた

ものです。当初は事前調査のみ行なう予定でしたが、遺跡として確認されたところが

狭いことや時間的な面を考慮して、直ちに発掘調査へ移行し淘終了させる£とがで轟

ました。

湖陵町では様々な事業にと　ない幾つかの遺跡を調査して藩澄したが、豊の　奥ノ

谷遺跡」の近くでも昨年度、御領関遺跡と三部鰭疇遺跡という2肇の遺跡が発鼠調

査されました。いずれの遺跡　神西湖　常楽寺川の影響を受け等立地して射たと考え

られます。　然と向　合って生　て　た先太達の姿を知る豊　は鴇文明服された私達

に非常に有益なことを伝えてくれると思います。

その意味で、本番がその一助となる　のであれば率いに恩師ます。

なお、発掘調査および本書の刊行にあたりましては出雲市外伝市町広域事務粗食淘

島根県教育委腰合をはじめ、各方面からご支援、ご協力をいただ轟ました£藍に対〆鴇

厚く御礼申し上げます。

平成7年3月

湖陵紺散骨費腰怠

－∴∵亨　‾∴　‾．‾　二三＿．二三三



例　　　言

』本書は出雲市外6市町広域事務組合の委託を受け、平成6年度に実施した一般廃棄物処理施設

の管理道路新設工事に伴う奥ノ谷遺跡発掘調査の報告書である。

2．調査組織は、次のとおりである。

調査指導

調査主体

事　務　局

調　査　員

調査補助員

調査作業員

遺物整理腰

島根県教育委属会文化課

湖陵町教育委農会　教育長　立花重男

三原清治（教育課長）　　春日貴舷（社会教育係長）

吉田　肇（学校教育係長）林　恵子（社会教育主任）

野坂俊之（社会教育主事補）

坂根健悦

今岡新悦、大野辰二、林　唯道、吉田健二、大野隆江、深井良子、

三原フミエ、井上愛子

林　良子、中尾綾子

30本書の執筆にあたって、次の方々に御助言の御指導をいただいた。

田中義昭（島根大学法文学部教授主広江餅史（島根県教育委眉会文化課）、足立克己の西尾

克己e柳浦俊一e角田徳事（島根県塩蔵文化財調査センター）、中村唯史（島根大学理学部）、

川上　稔（出雲市教育委眉会）、山崎　修（囁原町教育委眉会）

4e発掘調査の際には、出雲市外6市町広域事務組合をはじめ、久文建設、地元地権者の方射こ御

協力をいただいた。改めて深甚の意を表します。

5。挿図中の方位は、磁北を示している。

6・本書に掲載した地形図のうち、「遺跡分布図」は建設省国土地理院発行の「神西湖」（25，000

分の1）を使用した。

7。遺物の実測、写真撮影、本番の執筆編集は野坂が行った。

80　出土遺物および実測図会写真は言胡陵町教育委農会で保管している。
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4．まとめ　－‥－‥一一‥一一‥一一‥一一一一一一一一‥1－－－…一一一…一一11
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盈◎　調　査　に　登　る　経　緯

出雲軋平田市をはじめとする6市町広域事務組合は、近年のゴミおよび廃棄物の増大にともな

い処理施設を拡充する方針を固めていた。そのため旧施設を拡大する工事を開始すると共に出雲市

側のみからのルートだけでは需要に答えることができないため、西側からのルートを建設すること

となった。

平成5年度に、出雲市外6市町広域事務組合より塩蔵文龍財尊前調査の低額があり、これを受け

て湖陵町教育委腰会では、出雲市教育委腰合の川上　稔民と島根県教育委腐食文化課の角田徳尊氏

に調査を依頼した。これによって一般廃棄物処理施設に近接した山側ではまった　それらしい　の

が兇肇からず工事を許可する方向で検討されたが、ねその管理道路建設に伴う区域で、須恵器0土師

質土器等を採集したため、事前に試掘調査しなければなちなも欄を伝えた。

平成　年6月5哲に湖陵町教育委園舎と広域事務組合は淘塩蔵文健財試掘調査に関する協定藩を

取り交わし、6月7日から試掘調査を開始した。この調査は、遺物を採集した地点を中心として鴇

管理道路建設予定区域内の谷奥部約且kmにわたって、合計温3本のトレンチを設定した。しかし

ながらどのトレンチからも遺物と思われるものは見られず淘商から徐射こ盤め戻しを行うことにし

た。

6酎3腎、因のe糾レンチを埋め戻す段階になり、およそ3分の且ほど塩めた時に暗薗灰色職質

丑の中に丑静があるのを発見した。塩め戻す這藍を中止し、まず掘削した土中を探りたところ縄文

土器瀬多数食まれていたため、塩めかけていた　のを再び掘るまとにした。発魔が遅れた理由は、

l二　二　一二∴‾∴二二一　言　二・一し．、′‾．こ　一∴・丁てこい－　′‾－．・′∴一∴∴ニー′＝′い－　．‖′　ノ∴

態を判別することが難しい状況であったことによる。

島根県教育委戯舎文化課に問い合わせ、そのまま発掘調査に移行させた方が最新との意見を受け、

6月飢酎こ広域事務粗食との間で変更協定を締結し、調査を続行させた。放　潤い　レンチに加え海

南の多い時期にあた　危険な状況での調査であった。この危険な状況は、県に　指摘を受けたためも

仮の壁止めと支えを設置した。しかしながら、はと鬼どの調査が終了した6昂誠酎こ東商によりト

レンチの壁が崩壊し海調査不能となった。継続するには危険が多く、工事掘削深度以下にあたるこ

・・り二一朋．二・一1！、二　、・′二六一三・言了∵、－・‾‘∴一．．′㍉

そのはかのトレンチに肇いては、まったく遺物を検出できなかった。ルート変更などにより調査

期間その　のの見直しなどがあ、平成　年　別こすべての試掘調査を終えた。

一一・1－



2⑳　位置　と歴史的環境

湖陵町は出雲市の西隣、神西湖の南西部に当たる位置にある。国道9号線から北側は西浜地区と

呼ばれ、南側は江南地区と呼ばれている。神西湖は、三瓶山東側の山麓脈から流れ出た川の水を吸

収し、面椅1融謡を有している島根県で第3位の大きさを誇る湖である。

今回調査した遺跡は湖陵町の東端の常楽寺川域にあたり、蔵近になっていくつかの低地の遺跡が

知られるようになった地域である。「奥ノ谷適酎1）」は、出雲市寄りの北から2つ昌の谷である

奥ノ谷から平野部へ抜ける北側丘陵に画した位置にあり、その南には船着き場と呼ばれるところが

ある。芸の丘陵は、急峻で、その縁辺に遺跡は立地していることになり、非常に珍しい条件にある

といえる。

と£る翻酋湖はその凱「茸絹貰鼠と呼ばれる大きな入海であったと考えられており、従軋

湖陵町の低地はこの湖によって広く覆われていたように考えられてきた。ところが、そのような低

湿地に存在する遺跡が、近年調査されてきており、その通説をいかに考えるか、問題提起されりつ

ある。

三部翻療遺跡（細ま、標高4伽6mの極めて低地に所有し、遺跡としての範囲は40調0扉以上に

も恩義9度陵縁辺部で縄文時代晩期の土器◎石器、中央部で弥生時代前期の土器が大量に散布して
（1）

射た0また∴宙墳時代前期の土師器、中性戯降の遺物も見つかっている。御領田遺跡（2）は、やは

り支流である瀬の谷川の丘陵との境界部にあり、中世初頭、鎌倉時代の腰壕と縄文時代後期中葉の

竪穴住居跡が検出された。この立地条件は、奥ノ谷遺跡と共通するところがあり、関連して考える
（2）

ならば淘注意を要する遺跡の一つである。また、この付近では奈良時代一平安時代を中心とする土

師港、須恵静の散布する滝ノ尻遺跡（6）もある。

芸れらのはかに、只谷遺跡（～Hは、姉谷川の上流の細い谷部にあり、只谷Ⅲ遺跡（11）では、

古墳時代中期柵後期、只谷Ⅱ◎業遺跡（9010）では、奈良～平安時代の遺物が散布していた。その

只谷から姉谷川沿いに出たやや広い平野部に、後期のものと思われる縄文土器の出土した姉谷恵比

須遺跡（4）が位置し、そこから150m下ると三部八幡下遺跡（5）があって、やはり縄文土器（晩期

の窺帯文土器）が出土した。その上面の丘陵には、石棺を有する八幡宮横穴墓群（24）が存在する。

中島下遺跡（8）は、姉谷川をはさんだ反対側の水田面にあり、その丘陵上には弥生時代後期の遺物

が出た中島遺跡（17）が所在する。

常楽寺丘陵上にもいくつかの遺跡（竹崎遺跡、雲部遺臥庭反遠臥常楽寺遺跡など）があるが、

ごれら丘陵上に立地する遺跡では、縄文時代の遺物を有するものがないことは非常に興味ある事象

ではないかと思われる。

－　2－



第1回　　過跡分布図（1：25，m0）

⑳凋寛時代遠路　　閲散布地◎亀清勝　　魔笛磯　　野機究霧

1：奥ノ脊適跡　　　2：御領田遺跡　　3：三部竹崎遺跡

き、．∴“吉．再十日骨1－　巨∴■∴五・・一日㌦　・～、－いl中、一・一∵■－

－　3－

4：姉脊恵比須過跡
D：LLl地笛璃



遺　跡　分　布　図　一　覧　表
香寺 衰　　　 称 種　 別 概　　　　　　　　　　　　　　　　　 要 備　考・文 献
ま 奥ノ谷遭跡 散布地 縄文土器 本報告書

⑨2 御領田遺跡 貝塚ほか
竪穴住居跡、貝塚、シジミ、ハマグリ、猪骨、鹿角製装身具、縄文土器、
石器、須恵器他

3 三部竹崎遺跡

ノ

散布地他
弥生土器、縄文土器、土師器、須恵器、石器、木製品、土師質土器、

⑨陶磁器、羽口他

4

5

姉谷蝉比須遺跡

三部八幡下迫跡

散布地 弥生土器、縄文土器、土師器

陶磁器、土師質土器、須恵器、土師器、弥生土器、縄文土器　 他

土師器、須恵器、羽口

木棺 （箱形）、須恵器、土師器、土師質土器、陶磁器

土坑墓、人骨、土師質土器、須恵器、須恵質土器、常滑？ 石器

②。⑲

散布地他 ⑲
6 滝ノ尻遺跡 散布地

7 保知石谷迫跡 古墓　 他 ⑲
8 小槌下遺跡 古豪　他 ⑲

⑲9 只谷I追跡

只谷Ⅲ追跡

ノ　ヽ　　　　ヽ

散布地 さ　　ヽ
須恵器、土師器、土師質土器、弥生土器、陶磁器、漆器、石器

10

は

散布地 須悪器、土師器、土師質土器、弥生土器、陶磁器、漆器、石器、黒曜石、
馬歯、羽口　他 ⑲

只谷Ⅲ追跡

竹崎遺跡

散布地 土師昔臥須恵器、土師質土器、木製品　他

弥生土器、石斧、須恵器　 池

月嫁、弥生土器、須恵鼠 土師乳　 ヤマトシジミ
－ ンー－ 一一一一一一一一一m一一一．一一d一一一一一一一…・．・．・．・．・F“…－掘立社建物跡、弥生土器、土師器、須恵器、土師質土器、陶磁器　他

集落跡、弥生土器、土師昔獣 放棄器　他

掘立柱建物跡、貝塚、須恵乳 土師臥 石器、土師質土器、陶磁器　他
…’・’h－hぷ～…th－d一一コE．－……－，一・・一一一一一一－ …－く－弥生土器、磨製石斧、土師器　他

横穴式石室、直刀、須恵器　他

3基 （1号墳二円墳、2号墳二箱武石軋　 3号墳二円墳・舟形石棺）

2基、方墳

平成6年試掘調査
12

13

14

散布地

散布地

象落跡他
軍部I遺跡

鹿反Ⅲ追跡

嘩餌工う塩跡

①の② e⑤
堕I

J や

17

箪革跡

骨楽寺追跡

中畠遺跡

l

塊藩跡他 ①・⑤
画 地

②
」 8

19

20

社

22

愈迫古墳

雲部古墳群

古墳 消滅　②

古墳 ②

西遊寺山古墳群

森の前古埴群

踵の岩古埴

柿木出古墳

八幡富横穴墓碑

安子神社械穴豪群

ののこ谷械穴憂群

大池横穴豪

水原横穴豪群

松崎谷械穴憂群

古墳

古墳

古噂

②
2滋 （1号墳＝円墳・須恵乳　 2号墳＝円墳？）

械穴式石室、石棺、直刀、須恵器

円墳、石棺、須恵器　他　　　　　　　　　　　　　　　　　 l
l

堅紺

24

急5

g6

古単 封土流出
横穴墓

横穴怠

8穴確認 （2 0穴以上有？）、家形石棺1基、直刀、須恵器

7～8穴以上、喪入家形構造、着床、直刀、須恵器

須恵器

③ゆ⑧

②の⑥

械穴豪 消滅

27

2＿8

横穴姦 1穴、須恵器 雷名消塾墜 」

横穴姦 2穴、人骨、須恵器

宰9

Å

遵

ぢ

選穴姦 3穴、須恵器 ③

田中谷貝塚

恵比須遺跡

山地適跡

山地古墳

佐伯神社古墳

榊種山声墳群

貝塚

散塑些

散塑地

古墳

シジミ、カキ、弥生土器、土師器、須恵器ほか

須恵器、土師器

須恵器

円墳、木棺、箱式石棺、肪製錬、筒形鋼器、直刀ほかD 消滅　 ⑬
捕選

は遅G
衰

膏墳

古壇

円墳

方墳2基、円墳2基 消滅
正久寺横穴麗辞

湖東屋山横穴憂群

九泉械穴豪群

神樺山機穴基群

横穴姦 5穴確認

7穴確認横穴基

貰
＋十

横穴息

田腰穴姦

2穴確認

9穴、直刀、金環 消滅

文　献

①杉原藩…「厳反≡遼跡一研購0年度緊急発掘調査報告藩…」湖陵町教育委員会（昭和61年）

②杉原酒…「應反意遺跡さ他　昭和1年度調査報告審」湖陵町教育委盛会（昭和62年）

③西尾克己、原田観照、守岡正司「出婁西部における横穴墓の様相」『湖陵町誌研究1』（平成4年）

③山根正明「湖陵町と闇辺の中世城館にづいて（ま）」『湖陵町誌研究2』（平成5年）

⑤酋尾克己、守間正司「常楽寺遺跡と塵灰凱遺跡の性格について一出雲西部出土の中世陶磁器を手掛かりとして－」『湖陵町誌
研究3J（平成6年）

⑥門脇俊彦はかrさんいん古代史の同風山陰中央新報社（昭和55年）

②丹羽野裕鳩根県塩蔵文化財調査報告審　第ⅩⅦ集」島根県教育委貞会（1992）

③近藤　正鳩根県洩蔵文化財調査報告歯　舞王幾」島根県教育委眉会（昭和4年）

⑨角田徳率ほか禰南地区県営圃場整備単発に伴う捜蔵文化財調査報告藩（御領田遺跡も三部竹崎遺跡）」湖陵町教育委員会（1994）

⑳野坂俊之ほか禰南地区担い手育成基盤整備車発に伴う塩蔵文化財調査報告書［第5工区］（只谷I。Ⅱ遼臥三部八幡下達臥
中畠下遺跡）」湖陵町教育委員会（1995）

㊥川上　稔「山地古墳発掘調査報告沓」出雲市教育委員会（1986）
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1A

I B

I C

2　A

2　B

3

4

5　A

5　B

6

7

8

9

10A

lO B

暗褐色土

暗赤褐色土
暗褐色土 ）

壌土

展灰褐色粘質土（旧地衷）

暗灰色砂質土（やや粘質土混）
灰鼎色砂質土（粘質土混）

乳白灰色（やや粘質）
〝

：鼎褐色粘質土

：暗脅灰黒色粘
：脅灰色砂質土
：暗茶褐色木質

：略啓灰色粘土
〝

10C：　　　　〝

HA：鼎腎灰色粘土
11B：　　　　〟

土

土

砂層

（Aより明るい）

（砂混）

（Aより明るい）

包含層

第4図　　奥ノ脊過跡土層図

図示していないものを含めると出土した総数は、且50片を地えており、狭い調査区で、しかも立

地状況を考えると非常に多い出土数であると思われる。等高線で示した地山のラインのちょうど切

れ間にあたる個所（急峻な地形）から出土している梯子がわかるが、これは次の第4園のセクショ

ン図からも判断できる。1層は後世の埋土で、5層はきめの細かい砂層である。また、5層以外の

4～8層も砂質土であった。遺物を包含しているのは9層以下で、特に10層は暗音灰色粘土、11

層は黒青灰色粘土であり、多くの土器を含んでいた。

ここでは、包含層下の地山を検出していないが、これ以上の深さは、調査区の狭さからくる危険

性と物理的に掘削不可能になったため調査を行っていない。

この土層の堆積状況を島根大学の中村唯史民に見ていただいたところ、厚く堆積している砂層に

は有機物類が非常に少なく、また沈殿化していた様子もうかがえない。近くに船着き場と呼ばれて

いるところがあり、住民の方々の認識は、神西湖がここまで広がっていたということになっている

が、この砂層を見るかぎり、砂の粒子が均一でないことからも湖底あるいは湖岸の堆積とは思えな

い。常楽寺川の洪水等強大な作用によって鴇一気に砂が運ばれ、立地的な条件で川の氾濫を2次的

に受けたことによる堆積なのではないか、という意見であった。

つまり、最下層に縄文時代の生活面があり、その後何らかの作用によって川の影響を受け、その

上には耕作等の関係により塩土が行われたと考えられる。また、神西湖はこの辺りには影響を与え

ていないものと思われ、南側にある船着き場というのも事実なのかどうか考え直す必要があるもの

と思われる。
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第5図

篭
1

錫

14

奥ノ脊遺跡出土遺物（1）
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遺物の概要

出土した遺物はすべて縄文土器で、しかも後期前葉の一時期に限定できるものである。

1～6は、磨滑縄文を施す土器で、1は、深鉢の口綾部である。日録下部にやや細目の法線を画

した中に縄文を施し、周囲を磨り消している。口唇部外面と上面に大きな刺突文を入れ、その間に

縄文を施文する部分がある。この縄文部分が徐々に広がっていることから日経は波状を呈している

ものと推察される。内面は横位に細かいミガキがなされる。推定口径は、26．6cmを測る。2ほ、

鉢の口縁部の把手部で、螺旋状に洗練を2童に入れ、磨滑縄文がなされている。胴部は、ミガキが
（31

なされていると思われる。3は、深鉢の胴下半部と思われ、3本沈線の凸レンズ状の文様内に横位

に沈線を加え、これを横方向に繋げていくと思われるもので、きれいに磨消縄文を施している。40

5は、深鉢と思われるものの日録部で、摩耗が激しく文様が消えかかっているが、いずれも横位に

太い沈線を入れ、縄文帯をつくっている。6は、やや細い沈線をもつ同様の胴部片で、やはり磨消

縄文を施している。

7は、深鉢と思われる先のとがった日録部で、外面に幅の広い条痕がなされている。内面は風化

が激しく不明である。8も同様に幅の広い粂痕が施されているが、内面は不明。狛息言隊定口径

21．4cInの探鉢で、外面は摩耗が激しく不明だが、内面に横位の貝殻復縁による条痕がなされている。
（4）

10は、内外面ともに明瞭な貝殻による条痕が認められる。11は、幅広の発癌がなされるが摩耗が激

しい。12は、10と同様な貝殻による条痕をもち、推定口径は、20。6cmを測る。13は海外面が幅広で、
（51

内面が細かい条痕という異なった手法を行うものである。摘ほ、幅の広い発癌を施しているようで

ある。15・16は、胴部片で、幅広条痕を外面に施している。

ユ7ほ、口縁から底部まで復元できた唯一の土器で、内外面の下部のみに展殻による発癌を入れる

ものである。外面は斜位に、内面は横位に入れているのが特徴的である。また、上部は発癌後ナデ
㈲

ていると思われ、底部は上げ底にしつらえてある。底部饉胤8C恥港南34．8cm、推定口径27。8cm

である。

18－20は底部で、18は、底部と胴部の境が判然としないもので、ナデ調整している　思われる。臓

は、底部径8誹cmの厚い底部をもつもので、摩耗が激しく調整は不明である。20は、推定底部檀

13。8cmをもつ内外面を横位に幅広の条痕文を施すものである。23は、外面を幅広、内面を狭い桑

痕を施す胴部片である。24－25は、横位の条痕をもつ胴部片である。

21は、把手をもつ壷で、内外面を横位に磨くものである。器高123km、底部径7。鮎m、推定口径H。

4cmを測る。把手のほとんどを欠いており形状は定かでないが、上から見て右側に寄って穿孔がな

されている。22も内外面横位のミガキを施すもので、一方は幅が広く、もう片面は非常に細かいミ
（71

ガキである。この2点は、明黄橙色を呈し、他の土器と明らかに相違がある。
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第6回　　奥ノ谷遺跡出土遺物（2）
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4◎　ま　と　め

以上、非常に簡単に概要を述べてきたが、最後に若干のまとめをして終わりたいと思う。

今回の調査は、遺跡の調査範囲が非常に限られており、遺構もまったく検出できなかったが、縄

文時代後期初頭の遺物を数多く検出できたことは非常に有益である。なぜならば、頓原町五明田遺

跡（8）をはじめ、この時期の遺跡は中国山地山間部に数多く発見されてきたが、出雲地方、特に出雲

平野一帯の地域では今まで検出されていなかった時期の土器であり、（9）縄文海進以鼠山間部に住

まいを移していた人々が少なくともこの時期から平野部に進出し始めていたごとが明らかになりた

からである。すぐ南に位置する御領田遺跡では、縄文時代後期中東の竪穴住居跡が見つかってお
㈹

り、この湖陵の地が平野部進出の導火線的な位置にあったのかもしれない。ヱれはあくまでも現時

点での推察の域を出ておらず、今後低湿地遺跡の調査が進んで摘テば鴇より多くの事例が出てくる

であろう。しかしながら、そうであって　重要な遺跡であるとい　認織は改まる芸とはないである

うと考える。

次に遺物について検討すると、文枝をもつ土器の出土が非常に少ないが、それらはすべて磨滑縄

文を施しており、沈線で画している。これらは後期初頭の「中津式」以後の特徴である。しかしな

がら、奥ノ谷遺跡の遺物は、中津式の資料と比擬して、沈線が細い傾向が認められ、第5図温⑳3

のように縄文帯が狭いことが挙げられる。第5図3のような凸レンズ状の文棟をも望ものは、櫨田

町竜ノ駒遺跡からも出土しているがごレンズの内外を楓位の法線督望なぐ文様をも望ものは出土例

がない。これらのことを考慮すると、当遺跡出土土器のうち、純粋な「中津式」は第5図4◎5に

限られ、それ以外は福田KⅡ式古段階と称される土器群にあたるものと思われるご次の時期となる

3本法線を基調とする福田監Ⅱ式のものはまりたく見られない芸歴からごそこまで下るものではな

いと思われる。また、第6図21の把手を　つ壷は、前述した五明田遺跡から　出土してお措ほぼ

同時期と考えてよいように思う。

ところで、これらの遺物は当遺跡の上面丘陵からの流れ込みの可能性はないか、という問題があ

る。立地条件からするとその可能性も否定できないのであるが、遺物の畳、そしてその残存状軌

また温個体がまとまっている出土状況等を考えると10m近い高低差のある丘陵上からの落下は、

考えることができない。また、奥ノ谷川上流からの流れ込みの紺能性も、砂層内からの出土がない

ことから否定せざるを得ない。

最後に、本文でも述べたけれども、今回の調査を踏まえると、神西湖がこの地域に侵入していた

とい　見解は容認で　ない。遺物包含層のレペ励ま、且0如10。綿で、縄文時代後期に9～且Omの高

さまで水位が上がることはまず考えられない。遺物飽食層の上面には砂層が厚く堆積していたが、

湖沼による堆積とは認められず、むしろ河川の堆穂によるものと考えられる。また、標高4～6m
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の三部竹崎遺跡は、縄文時代晩期から弥生時代前期、古墳時代前期以降の遺構、遺物が認められ、

少なくともその時期の神西湖の水位は4m以下であったことがわかる。ただしかし、昭和39年の大

水害の際に、この地は神西湖とつながり、水浸し状態になったことが明らかになっている‘ご常楽寺川、

姉谷川ともひとたび洪水になると一気に出水する河川であったと思われ、その時に行き場を失った

水が氾濫して平野部を襲う可能性は高い。その水浸し状態は、一見神西湖が広がったように見えて

しまうことはあり得るし、船で行き来しなければならない状況が続くこともあると考えられる。こ

の時の状態をもって、神西湖の広がりを推察してはならないことは誰の目にも明らかであろう。こ

こで間魔になるのは、むしろ、常楽寺川や姉谷川の出水量が生活面の形成に大きくかかわっていた

のではないか、という点である。

£れは、今後の調査の進展によって徐々に明らかにしていく閣議であり、ここで結論を急ぐ必要

はないと思う。また、それには自然科学の分野とも連携して進めていかなければならないであろう

ことを再確認し、むすびにかえたい。

．て1、．うLl

は）角田徳率ほか「神南地区県営圃場整備事業に伴う埋蔵文化財調査報告書（御領田遺跡e三部竹崎遺跡）」

湖陵町教育委員会（1994）

（2）前掲書（1）

（3）上部文様欠損のため不明であるが、鍵手状に途切れる文様の可能性もある。

（4）月ではなく、刷毛？のようなもので施文したものも見られるらしい。柳浦俊一氏の御教示による。

（5）これは、異なった工具（月）を使用したのではなく、施文方法（縦を横に使用するなど）を変えて行って

いるように思われる。

（6）土器全面に条痕を施さないことは、注意をしておく必要があろう。

（7）そのほかのほとんどの土器は、暗褐色、茶褐色を呈している。

（8）柳浦俊一ほか「五明日遺跡」頓原町教育委農会（1991）

山崎　修ほか「中山間地域農相活性化総合整備事業および八神地区農業集落配水事業に伴う五明田遺跡

発掘調査報告審」頓原町教育委農会（1992）

（9）縄文時代早期～前期にかけての土器は、上長浜貝塚、菱根遺跡などで出土している。角田徳幸、川上

稔氏の御教示による。また、晩期の土器は原山遺跡、矢野遺跡はじめ多く見つかっている。

（10）彦崎KI式期と考えられる。前掲菩（1）

（11）宍道正年「島根県の縄文式土器集成工」報光社（1974）図版第三十二参照。縦横逆で、施文位置も違う。

02）沈線の変化点で沈線が途切れたり、渦巻文の端部が入り組みになったりする「中津Ⅲ式」と仮称されて

いた土器群を指す。

足立克己「中国横断自動車道広島浜田線建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅲ」島根県教育委員会

（1991）

玉田芳英「中津の福田KⅡ式土器様式」『縄文土器大観』4小学館（1989）

千葉　塵「西日本縄文後期土器の二三の間蔑」『古代吉備』第14集（1992）

足立克己氏、柳浦俊一氏には上記文献を紹介していただいたほか、様々な御教示をいただいた。記して
感謝申し上げる。

（13）解5区はは、3本沈線であるが、縄文管内の沈線でないことや横位の繋ぎ線は2本沈線の縄文帯である

ことなどから新段階に入らないものと考える。

（14）前掲番（8）柳浦　第21図参照。

（15）標高15mに位置する家屋が床下浸水した。
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奥ノ谷遺跡近景
（東から）

トレンチ土層状況
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No12出土状況

Nol・No24

出土状況

No17出土状況
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